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研究要旨 

研究要旨 パーキンソン病運動症状発症前 biomarker の特定に向けた RBD 前向きコホート研究 J-PPMI

を継続した。RBD コホート 109 例の前方視的研究を行い、ベースラインで画像検査を実施した 105 例は、

DaT 正常・MIBG 正常群：3例、DaT 正常・MIBG 低下群：48 例、DaT 低下・MIBG 低下群：54 例の 3群に分類

された。7 年間で 18 例がシヌクレイノパチーを発症した。内訳は、パーキンソン病 11 例、レヴィ小体型

認知症 6 例、多系統萎縮症 1 例であった。画像バイオマーカーの経時的変化を明らかにした。24 例が研

究中止となり、引き続き 67 例の前方視的研究を継続した。J-PPMI における臨床情報収集・臨床試料蓄積

は順調に進捗した。 

 

Ａ. 研究目的 

 パーキンソン病の運動症状発症前の

Biomarker を特定する。臨床症状評価・画像

検査・心理検査のデータを前向きに収集する。

臨床試料を蓄積して積極的に利活用する。網

羅的遺伝子解析による疾患発症リスク遺伝

子の探索を行う。 

 

Ｂ. 研究方法 

 レム睡眠行動異常症(RBD)前向きコホー

ト 研 究 J-PPMI(The Japan Parkinson ’ s 

Progression Marker Initiative)を継続する。

RBD コホート 109 例の前方視的研究を行う。

MDS-UPDRS、嗅覚検査(OSIT-J)、認知機能検

査(MOCA-J)、心理検査(GDS-15、STAI、QUIP)、

睡眠評価(Epworth sleep scale、RBD-SQ）、自

律神経評価(SCOPA-AUT、OH)、画像検査（rsf-

MRI、DAT-SPECT、MIBG 心筋シンチ）を定

期的に施行する。臨床試料(血液・尿・髄液)

を定期的に収集する。シヌクレイノパチー

（パーキンソン病、レヴィ小体型認知症、多

系統萎縮症）の発症をエンドポイントとする。 

 

 (倫理面への配慮) 

J-PPMI の研究計画について倫理申請を行い、

倫理委員会による承認を得た。 

 

Ｃ. 研究結果 

 ベースラインで画像検査を実施した 105

例は、DaT 正常・MIBG 正常群：3 例、DaT

正常・MIBG 低下群：48 例、DaT 低下・MIBG

低下群：54 例の 3 群に分類された。DaT 低

下・MIBG 正常の症例は含まれていなかった。

7 年間で 18 例がシヌクレイノパチーを発症

した。内訳は、パーキンソン病 11 例、レヴ

ィ小体型認知症 6 例、多系統萎縮症 1 例で

あった。画像バイオマーカーの経時的変化を

明らかにした。24 例が研究中止となり、引

き続き 67 例の前方視的研究を継続した。 

 

Ｄ. 考察 
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 画像バイオマーカーの経時的分析により、

RBD からシヌクレイノパチーへの疾患

Trajectory を解明できる可能性がある。 

 

Ｅ. 結論 

 J-PPMI における臨床情報収集・臨床試料

蓄積は順調に進捗している。今後は臨床試

料・情報の積極的な利活用を進めていく。 

 

Ｆ. 健康危険情報 
なし。 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

(予定を含む．) 

1. 特許取得 

なし。 

2. 実用新案登録 

なし。 

3. その他 

なし。 

 


